
■
引
換
数

　
可
燃
ご
み（
大
）2
袋
分（
計
40
枚
）

■
引
換
方
法

9
月
中
に
、
対
象
世
帯
へ「
芝
山

町
ご
み
袋
無
料
引
換
券
」を
送
付
し

ま
し
た
。
所
定
の
引
換
場
所
に
て
引

き
換
え
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
引
換
券
利
用
時
の
注
意
事
項

・
引
換
券
は
令
和
7
年
3
月
31
日
ま

　
で
の
期
限
付
き
と
な
っ
て
お
り
、

　
期
限
が
切
れ
た
引
換
券
は
無
効
と

　
な
り
ま
す
。

　
可
燃
ご
み
の
適
正
な
処
理
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
各
世
帯
の
経
済
的

負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
町
内
の
各
世
帯
へ
ご
み
袋
無
料
引
換
券
を
配

布
し
ま
す
。

芝
山
町
指
定
ご
み
袋
無
料
引
換
券

有
効
期
限
は
令
和
７
年
３
月
31
日

・
引
換
券
の
再
発
行
は
行
い
ま
せ
ん

　
の
で
、
折
り
曲
げ
た
り
汚
し
た
り

　
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
引
換
券
を
他
人
に
譲
渡
し
た
場
合

　
や
不
正
に
使
用
さ
れ
た
場
合
は
、

　
引
換
券
ま
た
は
交
換
し
た
ご
み
袋

　
を
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
引
換
券
の
盗
難
や
紛
失
ま
た
は
滅

　

失
な
ど
に
対
し
て
、
発
行
者（
芝

　
山
町
）は
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

ま
ち
づ
く
り
課
環
境
下
水
道
係
☎
77
‐
３
９
０
８

問

　
ク
リ
ス
マ
ス
を
彩
る
真
紅
の
バ
ラ

を
使
っ
た
ト
ピ
ア
リ
ー
作
り
に
挑
戦

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　
　
　
11
月
２
日
㈯

　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

■
対
象
者　
　
町
内
在
住
・
在
勤
の
方

■
材
料
費　
　
２
，０
０
０
円

■
定
員　
　
　
14
名
（
先
着
）

■
講
師　
　
　
白
鳥　
奈
美

■
申
込
み　
　
中
央
公
民
館

■
申
込
期
限

10
月
20
日
㈰

公
民
館
講
座
参
加
者
募
集
！

ト
ピ
ア
リ
ー
作
り
教
室

中
央
公
民
館
☎
77
‐
０
０
６
６

問

　
秋
の「
文
化
祭
」に
展
示
す
る
作
品

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
毎
年
、
数
多

く
の
作
品
が
出
品
さ
れ
ま
す
。
一
緒

に
作
品
を
展
示
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
期
間

11
月
7
日
㈭
か
ら
10
日
㈰

■
会
場　
中
央
公
民
館

■
資
格　
町
内
在
住
・
在
勤

■
申
込
み

10
月
16
日
㈬
ま
で
に
、作

品
内
容
を
記
入
し
た
申
込
書
を
提
出
。

※
詳
し
く
は
、
中
央
公
民
館
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
出
品
者
に
は
参
加
賞
が
あ
り
ま
す
。

文
化
協
会
主
催

文
化
祭
への
展
示
作
品
募
集
！

中
央
公
民
館
☎
77
‐
０
０
６
６

問

殿
塚
古
墳
・
姫
塚
古
墳
出
土

埴
輪
が
国
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
！

生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

☎
77
‐
１
８
６
１

問

　
令
和
６
年
３
月
15
日
に
国
の
重
要

文
化
財
指
定
の
答
申
を
受
け
た
「
殿

塚
古
墳
・
姫
塚
古
墳
出
土
埴
輪
」
に

つ
い
て
、
８
月
27
日
に
官
報
告
示
さ

れ
、
正
式
に
国
の
重
要
文
化
財
と
し

て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
指
定
さ
れ
た
の
は
、
殿
塚
古
墳
30

点
、
姫
塚
古
墳
18
点
の
合
計
48
点
で

す
。
い
ず
れ
も
古
墳
時
代（
６
世
紀
）

の
埴
輪
で
す
。
千
葉
県
で
考
古
資
料

が
重
要
文
化
財
と
な
る
の
は
４
件

目
、埴
輪
と
し
て
は
初
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
出
土
し
た
遺
跡
（
国
指
定
史

跡
・
芝
山
古
墳
群
）
と
出
土
品
（
埴

輪
）
の
両
方
が
国
指
定
と
な
る
の
も

県
内
で
は
本
件
だ
け
で
す
。

　

埴
輪
は
、
古
墳
の
上
や
周
り
に
立

て
並
べ
ら
れ
た
土
製
の
焼
き
物
で
す
。

昭
和
31
年
の
早
稲
田
大
学
に
よ
る
殿

塚
古
墳
・
姫
塚
古
墳
の
発
掘
調
査
で

は
、
姫
塚
か
ら
は
人
物
や
馬
形
埴
輪

が
原
位
置
を
保
っ
た
ま
ま
列
を
な
す

よ
う
に
発
見
さ
れ
、
貴
重
な
成
果
と

な
り
ま
し
た
。
殿
塚
か
ら
は
、人
物・

犬・水
鳥・猪・牛
な
ど
の
動
物
や
家
、

靫う
つ
ぼ

（
矢
を
入
れ
た
道
具
）
な
ど
多
種

多
様
な
埴
輪
が
出
土
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
埴
輪
は
、
発
掘
を
発
案

し
た
観
音
教
寺
が
設
立
し
た
博
物
館

で
保
管
・
展
示
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
26
〜
27
年
に
は
、
観

音
教
寺
・
早
稲
田
大
学
・
町
の
三
者

で
埴
輪
の
三
次
元
計
測
や
高
精
度
の

写
真
撮
影
を
行
い
調
査
報
告
書
に
ま

と
め
ま
し
た
。
そ
う
し
た
成
果
に
よ

り
、
高
い
学
術
的
価
値
を
有
し
て
い

殿
塚
古
墳
・
姫
塚
古
墳
出
土
埴
輪　

国
重
要
文
化
財
指
定
記
念

「
古
代
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
勾
玉
づ
く

り
体
験
＠
成
田
空
港
」

日
時

10
月
26
日
㈯　

午
前
11
時
〜
午
後
４
時

場
所　

成
田
国
際
空
港
第
２
旅
客

タ
ー
ミ
ナ
ル
地
下
１
階

主
催

芝
山
町
立
芝
山
古
墳・は
に
わ
博
物
館
、

玉
川
大
学
芸
術
学
部
村
山
研
究
室

申
込
み　
不
要

参
加
費　
無
料

問
合
せ

芝
山
古
墳
・
は
に
わ
博
物
館

☎
77-

１
８
２
８

※
重
要
文
化
財
指
定
を
記
念
し
て
、

　
町
内
在
住
・
在
勤
の
方
は
、
令
和

　
７
年
３
月
31
日
ま
で
、
博
物
館
の

　
入
場
料
が
無
料
と
な
り
ま
す
。

▲殿塚古墳出土
　人物埴輪 ▲姫塚古墳出土埴輪

令和５年度山武郡市広域行政組合

歳入歳出決算

　山武郡市広域行政組合の令和
５年度決算をお知らせします。

【歳入の部】
4,930,718,000 円

分担金及び負担金
3,992,840,000 円

使用料及び手数料
424,205,000 円

国県支出金
10,085,000 円

財産収入
6,905,000 円

繰入金
267,628,000 円

繰越金
12,099,000 円

諸収入
107,956,000 円

組合債
109,000,000 円

【歳出の部】
4,728,028,000 円

議会費 ･総務費　
564,602,000 円

民生費
310,355,000 円

保健衛生費　
266,795,000 円

清掃費
550,944,000 円

消防費
2,646,108,000 円

教育費
49,838,000 円

公債費
339,386,000 円

山武郡市広域行政組合
企画財政課 財政係
☎ 0475-54-0252

問

る
と
評
価
さ
れ
、
今
回
の
指
定
と
な

り
ま
し
た
。
現
在
、
殿
塚
・
姫
塚
出

土
埴
輪
は
、
町
立
芝
山
古
墳
・
は
に

わ
博
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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☆新着図書の紹介

公民館図書室
中央公民館 ☎77-0066問

　中央公民館図書室からおす
すめの図書を紹介します。
　インターネット検索や図書
のリクエスト、県立図書館か
らのお取り寄せもできますの
で、ご利用ください。

■まないたに　りょうりを　
　あげないこと
作・絵：シゲタ　サヤカ
出版社：講談社
■ツミデミック
著者：一穂　ミチ
出版社：光文社
■このプリン、いま食べるか？
　ガマンするか？
著者：柿内　尚文
出版社：飛鳥新社

　雑誌の貸出も行っています
ので、ぜひご利用ください。
■ディズニーファン
■ぐるっと千葉
■すてきにハンドメイド
■家の光

　おはなし会では、毎月第2
土曜日（8月と2月は第3土曜
日）に絵本の読み聞かせを
行っています。
　親子で絵本に親しんでみま
せんか。みなさんのご参加を
お待ちしています。
■期日　10月12日㈯
■時間　午前10時30分～
　　　　（1時間程度）
■対象者
未就学児から小学校低学年まで
（保護者同伴）

☆今月の図書室の
　おはなし会

☆雑誌紹介


